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農家圃場での消化液を用いた栽培実証試験

メタン発酵消化液の成分の特徴

共同研究を行っている農事組合法人の生産

 

農家圃場において，消化液を用いた栽培の実

 

証試験を行っている（消化液の年間散布量約

 

1350t）。25種類以上の作物で試験を行ってい

 

るが，生育不良は報告されていない。

肥料三要素のうち、窒素とカリが多く、リン

酸が少ない。
含有する窒素の約半分は、速効性の成分
であるアンモニア態窒素、残りは有機態窒
素。

消化液の月別散布量（2007～2009年の平均値）

消化液は肥料取締法に基づき、特殊肥料とし

 

て届出している（千葉県第1919号）。成分の特

 

徴は以下の通りである。
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１．消化液を液肥利用した場合、化学肥料を用いた場合

 

と同様の窒素の溶脱特性を示す。化学肥料を用いた

 

場合と比較して地下水の硝酸態窒素汚染を助長す

 

る恐れは少ないといえる。

２．消化液を施用した場合、硫安を施用した場合に比べ

 

て温室効果ガスである亜酸化窒素の発生量はやや

 

多い。

３．消化液は、硫安に近い速効性肥料として利用できる。

畑地施用後の消化液、硫安由来窒素の動態
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農事組合法人 和郷園
生産委員長

 

佐藤正史さん

この消化液を肥料として、
ほうれん草、小松菜、枝豆、
ブロッコリーなどの栽培をし
ています。事前に土壌分析をして、この液肥

 

と鶏糞、微量要素肥料などを組み合わせて、

 

施肥をしています。液肥の肥料成分を考慮し、

 

施肥量を決めれば、通常の肥料と同様に活

 

用できると感じています。

消化液で育った枝豆

農家から見た消化液の特徴

液肥利用に伴う温室効果ガス排出量

消化液の液肥利用が環境に及ぼす影響

（黒ボク土畑に施用した場合）
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95.8 7.7 3,450 1,770 <0.03 1,220 3,990 9,600
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１．輸送車両からの

 

排出の割合が高

 

いため、排出量削

 

減のためには、近

 

傍圃場への散布

 

量を増やし、圃場

 

までの輸送距離を

 

短縮することが有

 

効である。
２．輸送距離を1km 

短縮するごとに、

 

消化液1tあたり約

 

0.42 kg-CO2 eq. 
削減できる。

※

 

山田バイオマスプラントにおける実測データを基に算定。圃場まで

 

の平均輸送距離は12.1km。

メタン発酵消化液の液肥利用とその

 

境影響評価

農村工学研究所・資源循環工学研究領域

消化液の情報カード（農家への説明用）

消 化 液 の情 報を

 

記したカードを作

 

成し、農家や散布

 

圃場周辺の住民

 

への説明用に使

 

用している。

連絡先：資源循環システム担当

 

029-838-7508 （担当：中村）
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